
耕し、守る 
 
創世記 2：15  
主なる神は人を連れて来て、エデンの園に住まわせ、人がそこを耕し、守るようにされた。 

 
この創世記 2 章 15 節では、神は人に「エデンの園を耕し、守る」使命を与えられました。これは単な

る農作業ではなく、神の創造に参与し、責任をもって世を管理する働きを記しています。 
また、「耕す」は仕えること、「守る」は配慮し大切にすること。つまり、私たちの働きや日々の生活も、

神から委ねられた園を管理する行為です。 
罪によってこの使命はゆがめられましたが、イエス・キリストによって人間の本来の務めが回復されま

した。 
今、私たちもそれぞれの「園」（家庭・仕事・社会）を、誠実に耕し守ることが求められています。 
これらについて少し学んで行きたいと思います。 
 
神は人間を土の塵から形づくり、命の息を吹き込んで生かされました。 

 
その直後に与えられたのが、「耕し、守る」という使命でした。 
これは単なる農作業のことではありません。 
人が神の創造した世界に対して果たすべき根本的な役割を表しているのです。 

And the LORD（→יְהֹוָה Yᵉhôvâh, yeh-ho-vaw'） God（→הִים
  ,ʼĕlôhîym, el-o-heem'） took the man אֱ
and put him into the garden of Eden to ❶dress it and to ❷keep it（人をエデンの園に置き、それを耕
させ、守らせました。）. 
、ʻâbad, aw-bad'; 働く（あらゆる意味で）; 暗示的に、仕える、耕す、（原因的に）奴隷にする עָבַד❶
など:—× である、束縛しておく、奴隷である、奴隷奉仕、強制する、する、服を着せる、聞く、処
刑する、農夫、保つ、労働する人、起こす、（させる、仕える、自分に）仕える、召使いである、奉
仕をする、耕す、（限界から）違反する、仕事をする、作られる 
shâmar, shaw-mar'; 原始的な語根; 正しくは（イバラなどで）囲む、す שָׁמַר ;'shâmar, shaw-mar שָׁמַר❷
なわち守る; 一般的には保護する、注意を払う、など: 守る、用心する、注意を払う（自分に）、保つ
（-er、self）、注目する、注意深く見る、観察する、保存する、考慮する、取っておく、救う（自
分）、確実に、待つ（のために）、見張る（-man）。 



「耕す」とはどういう意味でしょうか。 
原語では「仕える」「労する」という意味が含まれます。エデンの園は神が良いものとして造

●

られた場

所でしたが、それを放置するのではなく、人の手によって手入れされ、育まれ、さらに美しくされる必

要がありました。 
つまり、神は人に「共に創造に関わる者」としての尊い役割を委ねられたのです。 
  
また、「守る」とは、単に物理的に保護するという以上に、「見張り、配慮し、大切にする」という意味

を持ちます。神の創造した秩序、自然、そしてそこに住むすべての命を大切にし、持続可能な形で見守

ることが人間に求められているのです。 
私たちはこの人生において、しばしば、自分の働きに価値を見いだせず、意味を見失うことがあります。 
しかし聖書は、どんな働きも「神から託された園を耕し、守る行為」であると語ります。 
家庭を築くこと、職場で働くこと、地域を支えること 等々――これらすべてが、神から私たち人間に与

えられた任務（召命、責務）なのです。 
  
しかし、私たち人間は、罪（→ヨハネの手紙一 3：4 罪を犯す者は皆、法にも背くのです。罪とは、法

に背くことです）の結果として、この神様から与えられた使命を忘れしまい、耕すことを苦役とし、守

ることを怠るようになりました。 
現代における環境破壊、命の軽視、働くことの意義の喪失はそれを物語っているのかもしれません。 
  
イエス・キリストはこの堕落した世界に来られ、もう一度人間が「神の園を耕し、守る者」として回復

される道を開いてくださいました。 
私たちはただの労働者ではなく、神の働きに共にあずかる者です。どんな小さな働きも、忠実に果たす

とき、そこには神の栄光が現れます。 

  
今、私たちはどのような「園」を託されているでしょうか。 
家庭、職場、信仰生活、地球環境――すべては神から与えられた「耕し、守るべき場所」です。 
神は今も私たちをそこへ連れて来られ、「ここをよく耕し、守りなさい」と呼びかけておられるのです。 
  
祈り 
天の父なるお父様、あなたが私たちを生かし、この地に置いてくださったことを感謝します。 
与えられた働きを喜んで耕し、与えられた人々と環境を愛をもって守ることができますように、どうか

私たちを導きください。あなたのご栄光が私たちの働きを通して現れますように。アーメン。 

 

コリントの信徒への手紙一 9：23 
福音のためなら、わたしはどんなことでもします。それは、わたしが福音に共にあずかる者となるた

めです。 


